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発　言　者 発言内容　・　決定事項

事務局

委員

市長

事務局

事務局

委員

仮議長

委員

仮議長

委員

仮議長

会長

事務局

議長

委員

議長

委員

副会長

【１．開　会】
　
【２．委嘱状交付】
《岩谷市長から各委員へ交付》

【３．あいさつ】
《岩谷市長あいさつ》

【４．委員紹介・事務局紹介】
　
【５．会長及び副会長の選出】
現在、本協議会は会長不在のため、会長選出まで、岩谷市長に仮議長を
お願いしたい。

《異議なし》
※市長仮議長就任

会長の選出について、春日部市地域づくり推進協議会条例第６条に「委
員の互選によりこれを定める」とある。会長選出は委員の互選とのこと
で、皆様の中から立候補または、推薦をいただきたい。

昨年度、幸松市民センター地域づくり推進会議にて会長を務めた、自治
会代表の鈴木敏仁委員を推薦したい。

鈴木委員を会長に推薦する旨の意見があったが、皆様いかがか。

《異議なし》

「異議なし」とのことで、鈴木委員を会長に選出する。会長が選出され
たので、仮議長の職を解かせていただく。
※市長仮議長退任

《鈴木会長挨拶》

春日部市地域づくり推進協議会条例第６条の規定により、鈴木会長に議
長をお願いする。
※鈴木会長議長に就任

副会長について、春日部市地域づくり推進協議会条例第６条の規定によ
り、会長同様「委員の互選により定める」こととなっている。
皆様の中から立候補または、推薦をいただきたい。

副会長についても、昨年度の幸松市民センター地域づくり推進会議に引
続き、自治会代表の菱沼委員を推薦したい。
　
菱沼委員を副会長に推薦する旨の意見があったが、皆様いかがか。

《異議なし》
※菱沼委員、副会長に就任

《菱沼副会長挨拶》
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議長

市長

議長

事務局

議長

事務局

議長

事務局

議長

事務局

議長

事務局

議長

事務局

委員

議長

事務局

議長

議事録署名人として髙﨑委員を指名。

【６．諮問】
《諮問書交付》
※市長退室

【７．報告事項について】
それでは、報告事項（１）春日部市地域づくり推進協議会条例の概要に
ついて、事務局から説明を求める。

《資料に基づき説明》

報告事項（２）公民館＋地区センター（新たな機能）＝市民センターの
概要について、事務局から説明を求める。

《資料に基づき説明》

報告事項（３）令和６年度幸松市民センター事業報告について、事務局
より説明を求める。

《資料に基づき説明》

報告事項（４）令和６年度幸松市民センター地域づくり推進会議の協議
結果について、事務局より説明を求める。

《資料に基づき説明》

報告事項（５）令和７年度の新たな取組みについて、事務局より説明を
求める。

《資料に基づき説明》

【８．協議事項について】
はじめに、（１）今後のスケジュール及び会議の進め方（案）について
事務局より説明を求める。

《資料に基づき説明》

《質問・意見なし》

次に（２）市民センターを拠点とした地域づくりに関して、意見交換を
するうえでの論点や聴取したい事項などについて、事務局から説明を求
める。

《資料に基づき説明》

テーマ１　市民センターの機能に関して、意見を求める。

発　言　者 発言内容　・　決定事項
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発　言　者 発言内容　・　決定事項

委員

事務局

委員

委員

委員

委員

議長

委員

議長

委員

事務局

議長

議長

委員

議長

事務局

③こどもの居場所としての機能について、市民センターの１室を「勉強
を教えてもらえる部屋」として開放してみてはどうか。

「学習の場」として、主に中高生を対象にスペースを開放する取り組み
を行っている市民センターがある。参考にして検討する。

こどもの遊び場の利用者を増やしたければ、まずは市民センターに「公
の遊び場」があるのだと認知してもらうことから始めるべき。
市民センターに子どもが遊べる場所が「ある」ではなく、「～ができ
る、～で遊べる」といった形で認識してもらう。すなわち「目的意識」
を形成することである。これが形成できれば、自然と人が集まるはず。

近隣の児童施設「エンゼルドーム」の存在も無視できない。
「目的意識形成」とともに、「近隣児童施設との住み分け」も意識した
対策を検討する必要がある。

②防災、防犯の拠点としての機能について、外郭放水路を全面に押し出
して、「防災の拠点」としての市民センターをアピールしたほうがよ
い。

事業「防災のつどい」は、避難所としての機能にフォーカスして「市民
センターに避難してきた方へどのように対処するか」という課題を与え
取り組む方向で展開するべきである。
「幸松地区に特化した防災マップ」も作成したほうがよい。

テーマ２　令和６年度の協議結果に関して、意見を求める。

《意見なし》

テーマ３　その他に関して、意見を求める。
　
農業にスポットをあてて、幸松地区のカラーを出してもらいたい。

関連する事業を可能な限り展開して、期待に応えるようにしたい。

以上で協議を終了とする。

【９．その他】
その他、委員の皆様から何かあるか。

《意見なし》
　
事務局から連絡事項等はあるか？

①依頼「幸松地区の活性化に向けた取り組みについて」について、意見
を記入していただき、令和７年８月３１日までに、幸松市民センター宛
直接またはメールにて提出をお願いする。
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　　　　　令和　７年　８月　２７日

署名者の職・氏名 幸松地区地域づくり推進協議会

　　　　委員  髙﨑 光英

議　事　の　経　過

発　言　者 発言内容　・　決定事項

委員

議長

事務局

②春日部市市政施行２０周年記念式典招待について、正和工業にじいろ
ホールにて実施される。今月中に市から式典の案内がある。
③次回の地域づくり推進協議会は１０月を予定している。正式に日程が
決まり次第通知する。
④今回の会議録は、議事録署名人の髙﨑委員に承認いただいた後、市の
ホームページで公開する。

《質問・意見なし》

本日の議事はすべて終了となる。これをもって、本日の議長の職を解か
せていただき、進行を事務局にお返しする。
※議事終了、傍聴人退席

【１０．閉会】

　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。


